
別紙１

（１）運転中の日常点検（パトロール）表

番号 点検箇所 点検方法 備　　考

1
表示灯の動力
及び電灯電源
ランプ

乳白色のランプが点灯している
ことを確認

2 電圧計の指針
200V～220V付近を指しているこ
とを確認

3
表示灯の異常
表示ランプ

ランプが消えていることを確認
異常時には、当該機器は自動停止し橙色
ランプが点灯します。保護継電器・開閉
器等の電気関係を確認して下さい。

3
表示灯の循環
圧力低下ラン
プ

ランプが消えていることを確認
異常時には、循環ポンプは自動停止し橙
色ランプが点灯します。圧力ゲージ・配
管からの漏水を確認して下さい。

4
電流計の指針
（運転時）

赤色の指針以下を指しているこ
とを確認

異常に電流が流れた時には、誘導電動機
用保護継電器（３Ｅ）が作動し、自動的
に電源が遮断されます。

6
ヘッダー流量
の調整

舗装板の残雪状況を目視により
確認

降雪時、舗装版の融雪状況によるヘッ
ダー流量を調整してください。

5

日常点検及び定期点検表

停電中及び運転休止（停止）中以外の時
で、乳白色のランプが消灯及び電圧計の
指針が0Ｖの時は、電源引き込み開閉器内
のスイッチを確認してください。

流量系計のデジタル標示部付近に、マグ
ネット（磁石）を当てると積算表示が、
瞬間流量表示に変わります。

ポンプユニッ
トの流量計

瞬間流量が規定流量付近である
ことを確認



（２）定期点検一覧表

番号 点検箇所 点検方法（内容） 点検時期 備　　考

1

ポンプユニッ
トの圧力計
(運転停止時)

0.1～0.2Mpaが標準値
運転当初、
運転期間中
１回／２ヶ月

圧力低下の時：漏水箇所がなけ
れば、エアーの排出が考えられ
るので、不凍液を加圧注入す
る。
圧力上昇の時：バルブの開閉状
態を確認後、エアー溜りが考え
られるので、エアー抜きを行
う。
（圧力が設定値以上になると、
安全弁より自動的に排出）

2
ポンプユニッ
トの循環流量

循環流量標準値
　１～２系統19.2～20.4ｍ3/ｈ
　３系統12.0～13.2ｍ3/ｈ
　４系統24.0～29.0ｍ3/ｈ

運転当初、
運転期間中
１回／２ヶ月

各系統毎にバルブ操作により、
標準流量に流量調整を行う。

異音・異臭・振動及び漏水がない
か確認する。

運転当初、
運転期間中
１回／２ヶ月

応急処置と安全確認（場合に
よっては運転停止）を行い、異
常の原因究明及び対策検討後、
復旧整備を行う。

破損・漏水及び浸水がないか確認
する。

運転当初、
運転期間中
１回／年
及び異常気象
後

応急処置と安全確認（場合に
よっては運転停止）を行い、異
常の原因究明及び対策検討後、
復旧整備を行う。

PH値：7.5±1.0
運転当初、
１回／年

簡易ＰＨメーター（原液7.85）

6
膨張タンク

本体の損傷の有無・外観上の異常
の有無・ふたの締付けボルトの摩
耗の有無・管及び弁の損傷の有無

１回／年

7
ポンプ室内外
及び管・弁類

外観上の異常の有無
損傷・発錆の有無
ボルトの摩耗・緩み
支持金物の取付け状況
塗装の損傷

１回／年

摩耗・ひび割れ 1回／半年

融雪状況の確認
降雪・極寒時
／任意

部分的な著しい残雪の有無があ
る場合には、メンテナンスデー
タを参考に流量調整等を行う。

電圧値
管理基準値：200～220Ｖ

電流値
管理基準値以下

管理基準値
１系統　8.9A以下（2.2kW）
２系統　14.5A以下（3.7kW）
３系統　6.3A以下（1.5kw）
４系統　8.8A以下（2.2kW）

融雪舗装版

濃度：30～35％

9
制御盤の電圧
計・電流計

運転当初、
運転期間中
１回／２ヶ月

制御盤の電圧計・電流計及び異
常表示等を確認する。

3

4

5

8

ポンプユニッ
ト廻り及び制
御盤内

杭熱交換器保
護桝内及び
ヘッダーピッ
ト内

循環不凍液
運転当初、
１回／年

濃度計（ｼｮｳﾌﾞﾗｲﾝﾃｽﾀｰ）


